
音響音声学 
(Topics in Acoustic Phonetics)

峯松 信明 
工学系研究科電気系工学専攻

人文社会系研究科基礎文化研究専攻言語学専門分野



講師の紹介
氏名：峯松信明 
所属：東京大学大学院工学系研究科 
　　：電気系工学専攻・教授 
専門：音声科学・工学（外国語学習支援を含む） 
経歴：高校時代に一時期英語教師を目指すも理科系に 
　　：駒場時代は2年間，舞台の上で過ごした@ESS 
　　：主役@1年目，演出@2年目 
　　：1989年学部４年夏から音声研究を開始 
　　：1995年博士（工学）取得＠東大大学院工学系 
　　：1995年～＠豊橋技術科学大学情報工学系 
　　：2000年～＠東京大学大学院工学系研究科



例えば日本語音声教育インフラの構築

>140 tutorial workshops in >40 countries

UTokyo@2016-11-19



英語教師としても授業を持っています

聞ける耳。伝わる口。考える頭。
STEACは，日頃英語の音に接していない耳と口と頭を英語漬けにする

ことを狙った，夏／春休み毎日30分のオンデマンド特訓授業です。音声技術・言語技

術，そしてAI技術を用いて，皆さんの「聞く」「話す」「考える」を鍛え，皆さんの

能力を可視化し，スコア化し，評価し，その都度，フィードバックを返します。

夏休み：工学部３年生対象，春休み：工学部２年生対象（各１単位）

Week 1：淀みなく流れてくる英語音声から単語を聞き取る耳を作るには？ シャドーイング

Week 2：多少訛っていても，伝わる英語の音声的キモはどこ？ 韻律カラオケシャドーイング

Week 3：音声認識も導入して，聞ける耳，伝わる口を多角的に作ります。ついて来れるかな？

Week 5-：世界中の様々な英語を聞き取れる耳の訓練に入るとともに，ChatGPT 英会話を通して考えながら
  英語を組み立て，話す訓練に入ります。GPT相手にどれだけ自分の英語が通じるかな？

音声科学，音声工学，第二言語獲得など様々な分野の成果を導入し，毎回課題を update しています。

❖ 音声 web 収録のため，静かな部屋，PC，headset が必須です。

❖ 必ず，STEAC Slack に登録してください。

❖ UTAS，国際教育部門のページもご覧ください。そちらから，

単位取得とは関係なく，受講申込ができます（教職員含む）。

❖ 担当：峯松信明（電気系工学専攻，mine@gavo.t.u-tokyo.ac.jp）

 専門：音声工学・科学，外国語教育

工学系研究科
国際工学教育推進機構

国際教育部門

工学系及び情報理工学系研究科は2026年度から授業が英語化されます

学部生のうちに「聞ける耳，伝わる口，考える頭」を身につけましょう

Slack 受講申込 Webinar



STEAC事後アンケートより



講師の紹介
連絡先 
E-mail：mine@gavo.t.u-tokyo.ac.jp 
URL：http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/~mine 
内線：26662 （03-5841-6662） 
部屋：工学部2号館10階3D4号室 
オフィスアワー： 
質問があれば，１）メール連絡して，２）Zoom で対応します。
Zoom 質疑応答が互いにとって一番，手軽かと思います。 
授業 web： 
https://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/~mine/japanese/acoustics/
class.html

mailto:mine@gavo.t.u-tokyo.ac.jp
http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/~mine
https://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/~mine/japanese/acoustics/class.html
https://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/~mine/japanese/acoustics/class.html


シラバス
東大のシラバスサイトより

人文社会系研究科 → 総合文化研究科 → 工学系研究科



授業で使ったスライドはどこに？
Web を積極的に使います。 
「峯松」「Minematsu」でググって下さい。 
私は世界で一番有名な「Minematsu」のようです。 
授業で使うスライドは既に Up されています。



授業日程
夏学期 
1回目　イントロ＋α 
2回目　音声学会ビギナーズセミナーの再現 
その後，ビギナーズセミナーを高度化 
音声の生成・聴取プロセスと音響現象とを絡めて高度化 
教科書 
本授業の途中からしっかり使います。 
言語聴覚士の音響学入門（吉田友敬著） 
購入を薦めます。古本が安く変えます。 
豊富な音サンプルCDがついています。



授業日程
冬学期 
夏学期の授業内容（音声の音響分析）を元に以下のような拡張を
行ないます。 
音声合成・音声認識へ（技術的な拡張） 
言語獲得・外国語学習・言語起源へ（言語学的な拡張） 
言語障害・発達障害・自閉症へ（認知科学的な拡張）



成績について
出席 
とりません。 
試験 
しません。 
レポート 
各学期の後半に課題を出しますので，解いてもらいます。 
時間制限を設けない試験のようなものです。 
「ChatGPTを使うな」とは言いませんが，コピペの形跡が検出
されたら，Zoomで呼び出して，口頭試問します。 
成績 
課題レポートの点数でつけます。 
がんばりましょう(^_^);



本授業，基本ビデオ視聴です
2017年度の授業をビデオ化しました 
現在，YouTube 上に限定公開という形で置いています。 
YouTube をブラウズする形では視聴できません。 
当該の URL を知らないとアクセスできません。 
スライドに教科書の図を掲載する場合，ボカシを入れて不明瞭に
します。「p.xx の図 yy」というキャプションは入れます。

https://bit.ly/3a60Mnf

https://bit.ly/3a60Mnf


全員集合して行なう演習
夏学期に全員集合させて音声分析演習行っていました。 
第３回目に相当（連休直前辺り） 
2020年は，全員集合できずに，ビデオ視聴で行いました。 
ビデオ視聴で「十分実行できる」ことが分かったので，今年もビ
デオ視聴で行おうと思います。 
逆に，質問などは，Zoom で対応します。



イントロ
次の平仮名の「音的違い」について答えなさい。 
留学生になったつもりで考えなさい。 
日本語を外国語として捉えてみなさい。

日本橋（にほんばし） 
日本刀（にほんとう） 
日本海（にほんかい）



イントロ
次の平仮名の「音的違い」について答えなさい。 
留学生になったつもりで考えなさい。 
日本語を外国語として捉えてみなさい。

すいか，食べますか？



イントロ
次の平仮名の使い方，何か変ですか？ 
留学生になったつもりで考えなさい。 
日本語を外国語として捉えてみなさい。

岡山（おかやま） 
大加山（おおかやま） 
大岡山（おおおかやま）



イントロ
次の？に平仮名を入れなさい。

だ　-　た 
が　-　か 
ざ　-　さ 
ば　-　？



イントロ
次の？に平仮名を入れなさい。

da　-　ta 
ga　-　ka 
za　-　sa 
ba　-　??



イントロ
表音文字を研究するフランス人からもらったリスト

「は」はその昔「pa」と発音した。

「は」と「ば」はその昔， 
「fa」と「va」と発音した。



イントロ
貴方の脳って，日本語に侵されていませんか？ 
母語を引いて，相対的に眺めたいと思いませんか？ 
そうすると，言語が違って見えてくるかもしれません。 

引いて言語を眺める一つの方法は・・・・ 

物理的に眺めてみることかもしれません。



イントロ
日本語を引いて眺められる面白い本 
「日本人の知らない日本語」シリーズ 
物理は知らなくて大丈夫(^_^);



イントロ
これ，何だか知ってますか？

Front Central Back
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これ，何だか知ってますか？
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イントロ
これ，何だか知ってますか？

Front Central Back 
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イントロ
これとこれ，何が違うんでしょう？

[x] と /x/



イントロ
音素と単音 
phoneme と phone 
「あらゆる現実を」

2.1 音声の音響的分析とそのモデル 23

際して，その言語特有の認知特性をもっている。この認知特性を考慮して，（そ
の言語母語話者が通常区別する）発声の最小単位を音素と呼ぶ。1つの音素が
複数の単音に対応する場合，これら単音を異音（allophone）と呼ぶ。音素は斜
線を区切り文字として使う（/a/，/arigato:/など）。言語に依存して記号化さ
れるため，その言語のどの音が意図されたのかがわかればよい。一方，音声記
号は言語非依存であり，IPAにより字体が厳密に定義されている。なお音声記
号には粒度があり，粗く，詳細に表記できる。「あらゆる現実を」という発声に
ついて，音声学者が音素記号表記から音声記号（簡略および精密）表記へ書き
起こしたものを図 2.7に示す8)。
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/ / !"#"$%#%&'()*+,-.+/%01/%
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図 2.7 音素記号表記から音声記号表記へ

音声記号は音素記号よりも細かく音声現象を記述しているが，大人の [a]と子
供の [a]は区別しない。[a]と [A]は音色の違いであり，大人の [a]と子供の [a]

も音色は異なる。音声学が前者のみを区別するのは，短時間周波数解析後者の
違いは言語音としての違いではないからである。音声記号は音素記号より詳細
に現象を記述するが，それでも実際の音響現象を抽象化していることに変わり
はない。

2.1.4 音声の音響的分析
音声は空気粒子を媒質とする粗密波（縦波）であり，マイクロフォンによって

電気的振動に変換できる。これをコンピュータで処理する場合，連続（アナロ
グ）信号である音声をA-D変換を通して離散（ディジタル）信号へと変換する
必要がある。A-D変換の詳細は他書に譲り，ここでは，1)スペクトル包絡の抽
出，2)基本周波数の抽出について述べる。なお音声を対象とした場合，8 kHz,

10 kHz, 16 kHz の標本化周波数が用いられることが多い（CDの標本化周波数
は 44.1 kHzである）。8 kHz での標本化は電話帯域の音声であり，音声研究で
最も頻繁に用いられるのは 16 kHz である。
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イントロ
これ，何の動画か分りますか？



イントロ
こういうのって，どのくらい馴染みがあります？



イントロ
これ，まだ覚えてます？どっちがどっち？
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イントロ
これ，まだ覚えてます？次の値はいくつ？ 
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イントロ
さあ，これはどうでしょう？
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イントロ
もひとつ，三角関数ネタです。どうでしょう？



イントロ
次は対数，ログです。これ，覚えてますか？



イントロ
次は対数，ログです。これ，覚えてますか？

x = ey

x = 10y



イントロ
　　　　　  のグラフってどんな形？

x 0.01 0.1 1 10 100 1000

y=log(x) -2 -1 0 1 2 3

y = log(x) $ x = 10y



イントロ
　　　　　  のグラフってどんな形？

-5 0 5 10 15 20 25 30

-2

-1

1

2

x 0.01 0.1 1 10 100 1000

y=log(x) -2 -1 0 1 2 3

y = log(x) $ x = 10y



イントロ
対数の一番大切な公式



イントロ
ある正の数　を考える。 
　は１を何回足した数ですか？ 
　は２を何回足した数ですか？ 
　は　を何回足した数ですか？ 

　は１を何回掛けた数ですか？ 
　は２を何回掛けた数ですか？ 
　は　を何回掛けた数ですか？

何故，足し算ではなく， 
掛け算で物事を考えようとするのか？



イントロ
1オクターブの音高変化＝   [Hz]→　  [Hz]

C D E F G A B C D E F G A BC D E F G A B
. ... . . . . . .. .. .. .. .. ..

C→C#→D→D#→E→F→F#→G→G#→A→A#→B→C
×1.059

×1.059
×1.059

×1.059
×2.0

1.059 = 2
1
12

1 2 3 4 5

-5 0 5 10 15 20 25 30

-4

-3

-2

-1

1

2

3

4

5

6 2を基数とする対数



再度，授業日程
夏学期 
1回目　イントロ＋α 
2回目　音声学会ビギナーズセミナーの再現 
その後，ビギナーズセミナーを高度化 
音声の生成・聴取プロセスと音響現象とを絡めて高度化 
教科書 
本授業の途中からしっかり使います。 
言語聴覚士の音響学入門（吉田友敬著） 
購入を薦めます。古本が安く変えます。 
豊富な音サンプルCDがついています。

https://bit.ly/3a60Mnf

https://bit.ly/3a60Mnf


再度紹介
工学部の共通科目 
3年生用，夏休み2ヶ月の特訓 
完全オンデマンド・全自動 
毎日30分の音声課題 
シャドーイング	 ：聴取 
オーバーラッピング	 ：発音 
ChatGPT英会話	 ：対話 
Interactive feedback を返します 
履修学生の3割は大学院生 
苦手意識のある学生に強く勧めます 
本授業の応用に相当します。

https://www.versant.jp/

聞ける耳。伝わる口。考える頭。
STEACは，日頃英語の音に接していない耳と口と頭を英語漬けにする

ことを狙った，夏／春休み毎日30分のオンデマンド特訓授業です。音声技術・言語技

術，そしてAI技術を用いて，皆さんの「聞く」「話す」「考える」を鍛え，皆さんの

能力を可視化し，スコア化し，評価し，その都度，フィードバックを返します。

夏休み：工学部３年生対象，春休み：工学部２年生対象（各１単位）

Week 1：淀みなく流れてくる英語音声から単語を聞き取る耳を作るには？ シャドーイング

Week 2：多少訛っていても，伝わる英語の音声的キモはどこ？ 韻律カラオケシャドーイング

Week 3：音声認識も導入して，聞ける耳，伝わる口を多角的に作ります。ついて来れるかな？

Week 5-：世界中の様々な英語を聞き取れる耳の訓練に入るとともに，ChatGPT 英会話を通して考えながら
  英語を組み立て，話す訓練に入ります。GPT相手にどれだけ自分の英語が通じるかな？

音声科学，音声工学，第二言語獲得など様々な分野の成果を導入し，毎回課題を update しています。

❖ 音声 web 収録のため，静かな部屋，PC，headset が必須です。

❖ 必ず，STEAC Slack に登録してください。

❖ UTAS，国際教育部門のページもご覧ください。そちらから，

単位取得とは関係なく，受講申込ができます（教職員含む）。

❖ 担当：峯松信明（電気系工学専攻，mine@gavo.t.u-tokyo.ac.jp）

 専門：音声工学・科学，外国語教育

工学系研究科
国際工学教育推進機構

国際教育部門

工学系及び情報理工学系研究科は2026年度から授業が英語化されます

学部生のうちに「聞ける耳，伝わる口，考える頭」を身につけましょう

Slack 受講申込 Webinar

https://www.versant.jp/

